
平成２６年度

県人会担い手育成招へい事業

報告書

期間：平成２６年７月１１日（金）～２２日（火）

主催：海外県人会人材育成・活用推進事業

実行委員会





平成２６年度県人会担い手育成招へい事業には、７カ国１２県人会から３２名の皆さ
んが参加されました。

当事業は今年で７年目を迎え、これまでに１６県人会から子ども達を福岡へお迎えす
ることができました。

参加者の皆さんは、太宰府天満宮や小倉城、ヤフオク！ドームなど福岡県の名所を訪
ねるとともに梅ヶ枝餅作りや和太鼓、ラーメン作りなど、様々な日本文化を体験しまし
た。

また、那珂小学校では各国の歌や踊りを披露したり、英語交流の授業を受けたり、宗
像市の子ども達と一緒にお互いの母国語で挨拶を教え合うゲームをするなどお互いの国
の文化や言葉も学ぶことができました。

さらに、親戚宅にホームステイした子ども達は、親戚との交流を深め、自分のルーツ
について理解を深めたことでしょう。

世界各地から参加した皆さんが、このプログラムの期間中、共に生活し交流をする中
で、共通のルーツである福岡県に愛着を持ち、絆を深められたことは大変素晴らしいこ
とだと思います。また、帰国後はもっと日本語を勉強して、再び福岡県に来たいという
声をたくさん聞くことができ、非常に嬉しく思っています。

県人会では、移住から長い年月が経過し、日本語や日本文化を知らない世代が増えて
います。県人会のさらなる発展、福岡県と各国県人会との交流の促進のためには、次代
を担う若い世代の活躍が大変重要となっています。

参加者の皆さんが、本事業で得た経験を大切にし、将来母国の県人会で中心的存在と
なり、日本・福岡県との更なる友好親善、また県人会同士の交流促進のために活躍して
いただくことを心から期待しております。

最後に本事業の実施にあたり、ご協力いただきました海外福岡県人会、福岡県移住者
子弟留学生、ホストファミリーの皆様及び関係機関に、心から御礼申し上げるとともに
この事業の今後更なる発展にご支援いただきますようお願い申し上げます。

平成２６年１１月

海外県人会人材育成・活用推進事業実行委員会

委員長 田中 俊太

((公財)福岡県国際交流センター専務理事)



１ 目 的

海外福岡県人会会員の子弟を福岡県へ招へいし、様々な体験を通じ、福岡・日本に対する関
心や興味を高め理解を促すことにより、今後の県人会活動の一翼を担い、福岡・日本との交流
の核となる後継者を育成すること、併せて県人会の活性化を図ることを目的としています。

２ 期 間：平成２６年７月１１日（金）～２２日（火）

３ 招へい者人数：７カ国３２名【内 訳】子弟２２名、引率者１１名

４ 内 容

（１）同年代の子どもたちとの交流

那珂小学校、竹下太鼓との交流、宗像市小学生との交流

（２）福岡の魅力に触れる

福岡市内視察（博多祗園山笠見学、福岡市民防災センター、ヤフオク！ドームツアー）

日産自動車九州工場見学、北九州市内視察（小倉城庭園見学）、太宰府天満宮見学等

（３）ルーツを探る

親戚宅、ボランティア宅へのホームステイ

（４）日本文化の体験

日本語学習、ラーメン作り、梅ケ枝餅作り、和太鼓体験

５ 主催

「海外県人会人材育成・活用推進事業実行委員会」

構成団体：福岡県新社会推進部国際交流局交流第二課、福岡県新社会推進部青少年課、

福岡県教育庁教育振興部義務教育課、（公財）福岡県国際交流センター

事務局：（公財）福岡県国際交流センター

共 催：宗像市

後 援：（財）サニックススポーツ振興財団

国 名 子弟招へい者数 引率者数

ブラジル連邦共和国 ８ ３

ボリビア多民族国 ２ １

コロンビア共和国 １ １

メキシコ共和国 ２ １

ペルー共和国 ２ １

カナダ １ １

アメリカ合衆国 ５ ３

合 計 ２１ １１















































































2014.7.11 ~ 22

Short Term Visit Program for 

Young Descendants of Immigrants 

from Fukuoka Prefecture


